














生活のきまり 

 

１．登下校 

（１）玄関は 8:25 に開錠。登校は 8:40 までに教室に入ること。 

徒歩通学とする。  

（２）一般生徒最終下校時刻は１６：４０とする。 

  

２．諸届 

（１） 欠席・遅刻・早退等は事前に（すぐーる活用）、保護者を通して学校に届け出ること。 

保護者からの電話連絡の場合は、８時１５分までとする。 

 

３．服装 

（１）学校指定の標準服とする。 

①スラックス着用時…ブレザー、白ワイシャツ、ネクタイ 

②スカート着用時…ブレザー、ニットベスト、白ワイシャツ、ネクタイ 

③体育の授業がある日は、学校指定ジャージでの登校とする。 

（２）次の服装については、気温や体調などの状況に応じ、自分で判断して着用することを認め

る。ただし、儀式的行事等は別途指示する。 

＊暑い場合は、ブレザーを着用せず、白ワイシャツのみの服装も可とする。その場合はネ

クタイを着用しなくても良い。女子はニットベスト着用が望ましい。 

＊夏季期間は、白または紺のポロシャツ着用も認める。（学校指定、市販どちらでも可） 

また、熱中症対策としてジャージ登校（T シャツ、ハーフパンツ）の登校日を設ける。 

＊寒い場合（換気による室温低下）は、健康を配慮して校舎内でも外套類の着用も認める。 

（３）校舎内においては、名札・学級章をつける。 

 

４．頭髪 

（１）流行におわれることなく、清潔感のある爽やかな髪型とする。 

 

５．靴 

（１）上靴は学校指定のものとする。 

（２）外靴は安全で機能的なものとする。 

 

６．所持品 

（１）学校に必要のない物品、金銭は持ってこない。 

（２）特別な場合をのぞいては、個人の所持品を置かない。 

（認められている学習道具は、学習ボックスなどで学級保管が可能） 

（３）身分証明書は常に携帯する。 

 

 

 



生活の約束 

 生活の約束は、中学生らしさということを考えて作ってあります。基本となる考え方は、 

●学習する場  ●健康・安全  ●経済的  ●清楚・清潔・自然  ●機能的 

の５点です。下に記載されていないことについても同様に考え、一人一人が健康で安全な

生活を送ることができるよう行動してもらいます。 

 

１．服装 

（１）スカート丈はひざがかくれる程度とする。 

（２）防寒具、コート、ジャンパー、ウインドブレーカーは、色の指定はないが高価でなく中学

生らしい機能的なものとする。（パーカーの着用も認めるが、お洒落を求めた私服要素の

強いものは禁止とする。） 

（３）タイツ、ストッキングは、黒系を基本とする。 

（４）靴下の色は、白、黒、紺、グレー、ベージュ系とする。 

（５）ベルトの色は、黒を基本とした標準服に適合したものとする。 

 

２．頭髪など 

（１）ヘアカラー、パーマや整髪料を使用せず、自然な髪形にする。 

（２）髪の長さなども学校生活に適したものにする。（学習活動に支障がないように、結んだり、

ピンやゴムひもで止める場合は、目立たない色や形の物を使うこと。） 

（３）眉を加工したり、マニキュアや化粧などはしない。 

 

３．所持品 

（１）腕時計を着用する際は、自分で責任をもって管理する。 

（２）やむなく金銭を所持する場合は、朝のうちに担任にあずける。 

（３）通学カバンは、機能的で経済的なものとする。 

（４）携帯電話やスマートフォンは持ち込まない。特別な事情がある場合は、原則、保護者から

の連絡を必要とする。その場合、登校後すぐに担任に預ける。これに反して持ち込んだ場

合は、保護者に来校してもらい返却することとする。 

 

 





 
入学前に必要な手続きについて 

 

ゆうちょ銀行での口座振替を行うためには、以下の手続きが必要となります。 
現金事故等防止のため、保護者の皆様のご理解ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 
 
 

この手続きを３月６日までにお願いいたします。 
 

※手続きはどの郵便局でも可能です。 
 

 

「自動払込利用申込書」を紛失した場合、ご不明な点やご相談がございましたら、学校徴収金担当
(校務助手)の林までご連絡ください。（TEL ６４３-５０５０） 
 
 

 
 

 
← 札幌市 就学援助のページ 
対象世帯で未申請の方は必ず学校
(事務室)にご相談ください。就学援
助はいつでも申請可能な制度です。 



令和７年度開設の部活動 

野球部 指導者 瀬田 悠平 ・ 鵜嶌美貴外部コーチ 

◆用具・費用【詳しくは入部したら説明します】 

①練習着（下）、ストッキング（紺）、アンダーシャツ（紺）、ソックス（カラーは練習時のみ可）、ベルト（紺）、 

スパイク（黒 or白の単色、金属製の歯）、グローブ・・・まとめて 20,000～30,000円程度 

②大会用試合着、試合帽、練習着（上）、練習帽・・・まとめて１８,０００円程度 

→①は市販されているので、行きつけのお店で購入してもかまいません。 

→②は市販されていないものなので、チームでまとめて業者に直接注文をします。 

→①②両方が含まれている申込用紙を入部後に配布しますので、代金を添えて提出してください。 

 ※グローブは小学生の時に使用していたもので構いませんが、ボールが大きくなるため大人用の 

グローブがおすすめです。バットは高価なものもあるため、学校でも用意しています。 

☆初めにお金はかかってしまいますが、アンダーシャツやソックス以外は３年間使用できます。 

◆活動状況 

 ・朝練は冬季に行うことがあります。 

 ・原則平日は２時間程度練習、休日は３時間程度の活動時間で練習試合や大会があります。 

４～１０月は平日に週１～２日オフ日があります。土日どちらかはオフ日です。 

11月～３月は平日のオフが 

 ・現在、選手１１名、マネージャー１名で活動をしています。夏の中体連以降、３年生６人が引退すると合同 

チームを作らなくてはいけません。単独チームを維持するために、経験者はもちろん初心者も所属して 

いますので、１人でも多くの入部をお待ちしております！ 

 

サッカー部 指導者 酒井 佑太・坪田 章吾外部コーチ 

◆ 用具・費用 
 ・サッカーシューズ（５，０００円～１０，０００円）→お店で購入してください。 
 ・公式戦用パンツとストッキング各２セット（１０，０００円程度）→学校を通して購入 
 ・個人持ちユニフォーム 2セット（１０，０００円程度）→学校を通して購入 
 ・サッカー協会の個人登録金 （１，５００円）→学校を通して納入 
 ・その他に練習試合のための交通費がかかることがあります。 
 ・3月下旬に静内遠征を行うことがあります。（４，０００円～５，５００円程度） 
 ・5月初旬に旭川遠征を行うことがあります。（2・3年生のみ２０，０００円～２５,０００円程度） 
◆活動状況 
 ・平日は、週４～５回活動します。 
 ・週 1回程度朝練習があります。（基本的に７：００～８：１５） 
 ・休みは基本的に平日 1日、土日どちらか 1日の週 2日になります。 
 ・１１月中旬～３月はトレーニング、フットサルを行います。体育館での活動もあります。 
 ・シーズン中は大会で土日両日試合になることがあります。 
 ・チームミッション「応援される人・チームになる」チームビジョン「全国大会出場」、「ブロックカブスリー

グ昇格」を掲げ、日常生活からこだわりをもって活躍しています。 
 ・初心者大歓迎です！現役部員の半分以上が未経験から部活に入り、活躍しています！ 
◆主な大会日程 

3月…静内遠征（日帰り） 
4月…グラウンド開き 
5月…旭川遠征（泊り 2・3年生のみ）、地区カブスリーグ開幕（10月まで） 
6月…中体連地区予選 
7月…中体連全市大会 
8月…中体連全道大会・全国大会 
9月…オバラカップ（1・2年生大会） 
10月…中体連新人戦、地区カブス決勝大会（全道） 
11月…新チーム発足、グラウンド納め、 
12月…U-15フットサル選手権 
1月…U-14フットサル選手権 
2月…西区交流戦、ワタナベカップ 
3月…中高交流試合 

 



 

 

男子バレーボール部 指導者 古田 洋一・斉藤 健一 

◆用具・費用 

 ・バレーシューズ、サポーター等は各自で購入してください。 

ゲームパンツ１枚（黒３，７００円程度）は全員購入してください。 

練習用チームオリジナルＴシャツ（２、３００程度）は希望者のみ購入できます。 

・協会個人登録（５００円）は全員していただきます 

・ジュニアキャンプ参加料（１年生：３，８５０円、２年生：２，５００円）※８月上旬に開催 

 

◆活動状況と年間予定 

「一生懸命」取り組み「感動を与えられるチーム」で勝利を目指す。 
 ・平日 4回程度活動します。土日はどちらかを休みとします。（練習試合で他校へ移動あり） 

  ・４月 19,20～選手権大会予選 ５月 10,11～選手権大会全市 

・５月 4,5～エコチル杯 

・７月 12,13～中体連予選 ７月 20,21～中体連全市 ７月 31～中体連全道 

・１０月第２週～新人戦予選 第３週～新人戦全市 

・１１月第３週～ワタナベスポーツ杯 

・１月第３週～白鳥杯予選 ２月第１週～＝白鳥杯全市 

 

 

女子バレーボール部 指導者 川元 宏介 

◆必要な用具①【学校で発注し、チーム全員が購入するもの】 

 ・チームＴシャツ（１，２００円程度） 

 ・ゲームパンツ（３，５００円程度） 

 ・大会用ソックス（１，５００円程度） 

◆必要な用具②【個人で購入するもの】 

 ・バレーボールシューズ 

・サポーター（ひざ用とひじ用） 

※バレーボールシューズ、サポーターは各自で購入してもかまいませんが、業者から斡旋されたプリント

も配布しますので、ゲームパンツやソックスと一緒に購入することも可能です。 

◆その他必要経費 

・協会登録（５００円） 

・ジュニアキャンプ参加料（１年生：３，８５０円、２年生：２，５００円）※８月上旬に開催 

◆主な大会日程 

・春季大会（４月下旬：予選～５月中旬：決勝大会） 

・中体連（７月上旬：予選～７月中旬：決勝大会） 

・中体連新人戦（１０月中旬：予選～１０月下旬：決勝大会） 

・ビギナーズカップ（１２月中旬～下旬） 

・白鳥杯（１月中旬：予選～２月上旬：決勝大会） 

・１年生大会（２月中旬～３月上旬） 

◆活動状況 

 ・平日４回程度活動します。土日はどちらかを休みとします。 

・「全市ベスト８」を目標にしていますが、試合結果や技術の向上だけではなく、「挨拶・返事・心配り」に

大切に活動しています。そして、仲間や家族に感謝し、多くの人から愛される素晴らしい人間性を築く

ことを大切にしています。 

・朝練は基本的には行っていませんが、大会前に行う場合があります。 

 

 



 

 

女子ソフトテニス部 指導者 岩井 祐樹・和田 弘志 

◆用具・費用 

 個人で購入していただきたいもの 

・ソフトテニス用ラケット（５，０００円～１５，０００円程度） 

  ・ガット（１，０００円程度）、エッジガード（８００円程度）、グリップテープ（４００円程度） 

・テニスシューズ（４，０００円～９，０００円程度） 

   ※テニスシューズは、クレー用、オムニ用、オールラウンドのどれでもよいです。 

  ・スポーツ用の帽子（３,０００円～４,０００円程度） 

 学校で注文するもの 

  ・ユニフォーム上下（１０，０００円～１２，０００円程度）※２年生での購入を予定しています 

・ゼッケン（６００円） 

その他 

 ・連盟登録料（１,４００円） 

◆主な大会 

  ・春季大会（５月中旬）  ・中体連（６月下旬）   ・市民大会（７月下旬） 

・スポーツ館杯（８月上旬）・新人戦個人戦（８月下旬）・新人戦団体戦（９月中旬） 

◆活動状況 

 ・平日１日、土日のどちらかが休みになっています。 

 ・冬場は校内でのトレーニングや体育館で活動をしています。 

★ほとんどの部員が中学校からソフトテニスを始めています。初心者大歓迎です★ 

 

 

 

卓球部 指導者 有賀 大祐・秋山 いぶ樹 

◆用具・費用 ＜入部が決定した部員には後日詳しく説明します＞ 

 ・ユニフォ－ム上下１００００円程度 

 ・ラケット、ラケットケ－ス（合わせて８，０００円～１３，０００円程度） 

  どのタイプの戦い方をするかによって購入するラケットの金額が変わります。 

※ラケットは初めのうちは学校にある色々なタイプのものをためしてもらい、その後各自に合うもの

を斡旋します。（あらかじめ買わないようにしてください。） 

・卓球シューズ（６，０００円程度）。シューズは必ず購入するものではありません。 

 ・日本卓球協会登録料…１３００円程度 

◆ 活動状況 

 ・挌技場で練習します（基本的に平日１日と日曜日に休み）。また大会や練習試合などもあるので、毎月活

動予定表を配布します。 

 ・部活動はもちろん、学習やあいさつなど、基本的な中学生としての生活習慣を大切にしながら活動を

行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

吹奏楽部 指導者 林 ちはる・福本ちひろ 

◆用具・費用 

 ・楽器は学校の楽器を貸し出しています。 

 ・運動系の部活ではユニフォームやシューズ、ラケット等を購入するための費用がかかりますが、吹 

奏楽部は楽器整備品や楽譜の購入、楽器運搬費、各楽器のプロの先生によるレッスン等の費用と 

して、月３，５００円の部費を集めています。(半期ごとに一括で納入していただいています。) 

 ・新入部員には部活 Tシャツを購入していただいています。（約２０００円程度） 

◆活動状況 

 ・朝練は必要に応じて行っています。 

 ・基本的には平日１日、休日１日の休養日があります。室内での活動なので天候に関係なく活動がありま

す。あまりにも欠席が多いとついていけないかもしれません。学校生活、学習、部活動をきちんと両

立する力が必要です。 

 ・校内の行事や儀式、コンクールや演奏会、地域の音楽会等、１年間を通して様々な演奏活動を行ってい

ます。楽器の経験がない人や楽譜が読めない人も、心配はいりません。努力すれば 

誰でも楽器が演奏できるようになります。（２・３年生の部員にも、中学生から吹奏楽の楽器を始めた

人がたくさんいますが、皆、日々の努力を重ねて立派に演奏できるようになりました） 

 

【お願い】入部を少しでも考えている人は必ず部活見学会に参加してください。まずは楽器の演奏が楽し

いと思えるかどうか体験し、3 年間続けられるかどうか判断してほしいと思います。(ちなみに楽器の演

奏は、見かけによらず、運動部並みの体力と根気が必要です) 

 

 

 

美術部 指導者 石川 早苗・増田 開土 

◆ 用具・費用 

・費用はとくにありませんが、油絵の具以外の道具（色鉛筆など）、エプロン（油絵を描くときに 

制服を汚さないため）は必要に応じて個人で用意してください。 

◆ 活動状況 

・デッサンや油絵、水彩画、絵画コンクールへの出品などの個人制作を中心に行います。 

 （コンクールの出品は一人一つ以上取り組んでほしいと思います。） 

・名画の模写を共同制作で行うこともあります。 

・平日は週に３日程度。（曜日の固定なし。） 

・基本は土日なしですが必要に応じて（展覧会、コンクール直前）土曜日あります。 

・学校祭、全市美術部展、中文連展に作品を出品する予定です。 

・活動時間は５時間授業の日 16:45、６時間授業の日 17:45まで。その後ミーティングと掃除を行い、

下校します。 

・習い事、塾を優先して構いませんが、積極的に参加して技術の向上を目指してほしいです。 

・長期休業中は数日活動しています。そのうち 1回は例年美術館へ行っています。   

 

 


